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あ
き
る
野
市
の
森
田
家
住
宅
が
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
た
の
は

２
０
１
３
年
。
江
戸
期
に
建
て
ら
れ
た

唐
破
風
造
り
の
玄
関
を
持
つ
母
屋
の
ほ

か
蔵
や
門
な
ど
９
物
件
が
対
象
だ
。
こ

れ
ら
は
、
ひ
と
き
わ
高
い
ケ
ヤ
キ
の
大

木
と
と
も
に
旧
家
の
趣
を
醸
す
。

　
「
父
の
浩
一
で
17
代
目 

。
家
屋
敷
を

維
持
し
て
い
く
に
は
知
恵
も
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ

る
と
、
外
観
は
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
の
、
内
部
の
改
修
に
し
ば
り

は
な
い
。
そ
こ
で
、
旧
米
蔵
を
使
っ
た

懐
石
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
『
燈と
う
と
う
あ
ん

々
庵
』
に
加

え
、登
録
後
に
見
世
蔵
で
甘
味
茶
房『
久

森
』
を
開
い
た
」

　

こ
う
話
す
の
は
浩
一
氏
の
長
男
で
、

農
業
を
営
み
、
森
田
家
の
不
動
産
な
ど

を
管
理
す
る
有
限
会
社
久
森
の
代
表
で

も
あ
る
康
大
氏
。
70
年
生
ま
れ
。
日
本

大
学
を
卒
業
後
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
勤

務
し
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
立
ち

旧
家
を
次
代
に
遺
す
た
め
に

上
げ
を
手
が
け
た
。

　
「
明
治
末
の
生
ま
れ
で
、

合
併
前
の
秋
多
町
長
選
に
も

出
馬
し
た
こ
と
の
あ
る
祖

父
、
幸
司
が
体
調
を
崩
し
他

界
し
た
こ
と
か
ら
父
の
力
に

な
ろ
う
と
考
え
、
96
年
に
実

家
に
戻
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
父
と
一
緒

に
農
林
業
と
会
社
経
営
に
た
ず
さ
わ
る

日
々
だ
」

　

幸
司
氏
に
跡
取
り
と
し
て
大
切
に
育

て
ら
れ
た
浩
一
氏
は
、
中
央
大
学
法
学

部
に
籍
を
置
い
た
俊
英
な
が
ら
、
あ
え

て
法
曹
界
に
は
進
ま
ず
家
業
に
専
念
す

る
。
こ
の
２
人
か
ら
康
大
氏
が
教
え
ら

れ
た
の
は
、
先
祖
か
ら
預
か
っ
た
資
産

を
遺
す
こ
と
と
地
域
に
役
立

つ
こ
と
。

　
「
父
は
東
京
秋
川
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
２
代
目
会
長

と
し
て
活
動
。
か
た
や
私
は

あ
き
る
野
青
年
会
議
所
の
創

立
メ
ン
バ
ー
に
な
り
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
。
当
時
の
人
脈

が
森
田
家
を
支
え
て
く
れ
、

今
日
が
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
秋
川
流

域
の
農
業
に
尽
く
す
の
は
恩

返
し
と
い
っ
て
い
い
」

　

康
大
氏
は
、
小
川
地
区
の
田
園
風
景

を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
に
、
同
地
区

の
人
た
ち
と
積
極
的
な
米
作
を
行
っ
て

き
た
。
３
年
前
に
は
、
収
穫
し
た
米
を

使
い
元
禄
時
代
に
森
田
家
が
醸
造
し
て

い
た
清
酒
「
八
重
菊
」
を
復
刻
。
こ
れ

か
ら
の
都
市
型
農
業
の
あ
り
方
を
模
索

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 30■

有限会社久森　森田康大氏

親睦と交流深めた演奏会

の
収
束
が
見
え
て
き
た
こ

と
か
ら
最
後
の
数
曲
は
マ

ス
ク
を
着
け
た
ま
ま
演
奏

に
合
わ
せ
歌
を
楽
し
ん

だ
。

　

出
演
は
地
域
で
音
楽
活

動
を
続
け
る
い
ず
れ
も
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
酒
枝
尚

雄
さ
ん
（
檜
原
村
）、
高

橋
亮
平
さ
ん
（
青
梅
市
）、

フ
ル
ー
ト
の
清
水
教
子
さ

ん
（
同
）、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
丸
山
千
尋
さ
ん
（
奥

多
摩
町
）、
ピ
ア
ノ
の
谷

口
知
子
さ
ん
（
あ
き
る
野

市
）
の
5
人
。「
エ
ー
デ

に
」
な
ど
20
曲
ほ
ど
を
披

露
。「
忘
れ
な
草
を
あ
な

た
に
」「
浜
辺
の
歌
」
は

演
奏
に
合
わ
せ
て
部
員
た

ち
の
歌
声
が
響
い
た
。

　

演
奏
に
先
立
ち
、
古
屋

松
代
部
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍

は
続
く
が
社
会
は
少
し
ず

つ
明
る
さ
を
取
り
戻
し
て

い
る
。
人
と
人
の
つ
な
が

り
は
大
切
。
今
日
は
音
楽

を
楽
し
み
、
12
月
に
は
皆

さ
ん
が
舞
台
に
立
つ
お
楽

し
み
会
を
予
定
し
て
い

る
」
と
呼
び
か
け
た
。
野

崎
啓
太
郎
組
合
長
は
「
年

金
友
の
会
の
旅
行
な
ど
が

中
止
と
な
る
中
、
演
奏
会

が
で
き
、
多
く
の
部
員
が

参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
う
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

ル
ワ
イ
ス
」「
星
に
願
い

を
」「
川
の
流
れ
の
よ
う

　

Ｊ
Ａ
西
東
京
女
性
部
が

10
月
3
日
、
霞
共
益
会
館

（
青
梅
市
野
上
町
）
で
秋

の
演
奏
会
を
開
い
た
。
65

人
の
部
員
が
秋
ら
し
く
郷

愁
を
誘
う
音
色
に
聴
き
入

り
、
親
睦
と
交
流
を
深
め

た
。

　

音
楽
行
事
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
伴
い
歌
声
喫
茶
形
式

か
ら
演
奏
会
に
内
容
を
変

更
し
て
続
け
て
き
た
。
そ

れ
で
も
今
年
は
感
染
拡
大

２
０
２
２
年
度
東
京
都
功
労
者
表
彰

西
多
摩
・
昭
島
か
ら
15
人

　
２
０
２
２
年
度
東
京
都

名
誉
都
民
顕
彰
式
及
び
東

京
都
功
労
者
表
彰
式
が
都

庁
大
会
議
場
で
あ
り
、
石

井
ふ
く
子
氏
ら
３
人
が
名

誉
都
民
と
な
り
、
20
団
体

を
含
む
３
０
３
人
が
地 

域
活
動
や
消
防･

災
害
対 

 

地
域
の
情
報
を
提
供
し
て

く
れ
る
街
プ
レ
・
東
京
25
ジ

ャ
ー
ナ
ル
通
信
記
者
を
募

集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や

寺
社
の
祭
り
、
店
舗
の
開

店
、
地
域
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
出
来
事
や
人
物
な

ど
の
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い
。
年
齢
、経
験
不
問
。

地
域
を
歩
き
、
人
に
会
う

の
が
好
き
な
人
を
歓
迎
し

ま
す
。
規
定
に
よ
り
原
稿
料

を
支
払
い
ま
す
。
申
し
込

み
は
、
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

郵
便
番
号
、
住
所
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
メ
ー

ルokam
ura.nobuyoshi@

gm
ail.com

。
問
い
合
わ

せ
は
０
９
０
（
８
４
６
０
）

９
６
８
８
岡
村
ま
で
。　

ペ
ン
で
稼
ぐ
！
街
プ
レ
・
東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル

通
信
記
者
を
募
集　
　

主
婦
・
学
生
も
で
き
る

議
員
）
福
生
市
▼
消 

防
・

災
害
対
策
功
労
＝
榎
戸
雄

一
（
奥
多
摩
町
消
防
団
副

団
長
）
奥
多
摩
町
▼
同
＝

酒
井
清
吾
（
元
瑞
穂
町
消

防
団
副
団
長
）
瑞
穂
町
▼

税
務
功
労
＝
加
藤
和
夫

（
青
梅
法
人
会
会
長
）
福

生
市
▼
福
祉
・
医 

療
・

衛
生
功
労
＝
吉
上
恵
子 

（
至
誠
学
舎
立
川
理
事
）

昭
島
市
▼
環
境
功
労
＝
田

中
昌
仁
（
多
摩
川
水
源
森

林
隊
指
導
員
）
あ
き
る
野

市
▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労

＝
羽
村
市
テ
ニ
ス
連
盟
▼

同
＝
柴
崎
特
攻
（
オ
ー
ル

あ
き
る
野
女
子
監
督
）
あ

き
る
野
市
▼
同
＝
三
ツ
橋

誠
一
（
元
福
生
市
体
育
協

会
会
長
）
福
生
市
▼
労
働

精
励
＝
亀
井
千
明
（
青
梅

新
興
株
式
会
社
業
務
１
課

長
）
青
梅
市
▼
同
＝
星
野

護 

（
株
式
会
社
ホ
シ
ノ
代

表
取
締
役
社
長
）
あ
き
る

野
市
▼
同
＝
安
江
宏
也

（
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
社
員
）

福
生
市
。

JA 西東京女性部が秋の演奏会
郷愁誘う音色で親睦
と交流深める

秋川駅

五日市街道

●あきる野とうきゅう

■←
ココ（5階建ビル）
●西武信金

秋川駅徒歩1分

初診料 3,000円
治療費 3,500円

（学生2,500円）

あきる野市秋川1-1-13ＡＢＣビル3階

０４２（５５０）５５９１　完全予約診療（当日予約も可） 土日も診療

秋川駅北口

坐骨神経痛＝お尻から足にかけて痛み、
シビレで歩くことが困難な方笹

原
プ
ロ
は

「
私
が
元
気
に
大
会
に
出
場
で
き

る
の
は
痛
め
た
腰
・
肩
の
治
療
を

受
け
、体
の
ケ
ア
を
し
て
い
る

か
ら
で
す
」

どこに行っても治らなかった方へ(3密対策を徹底)

この広告で
来院した方は

初診料
無料

坐骨神経痛、ヘルニア（腰、頚椎）、脊椎
管狭さく、五十肩、ひざ関節症、肩こり、
エルボ（テニス・ゴルフ）、湿疹、スポー
ツ障害など

42年の実績
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（エアドック設置）

策
な
ど
で
功
功
労
表
彰
を

受
け
た
。
東
京
25
区
管
内

の
受
章
者
は
次
の
皆
さ

ん
。
敬
称
略

　

▼
地
域
活
動
功
労
＝
青 

木
豊
（
元
あ
き
る
野
市
議

会
議
員
）
あ
き
る
野
市
▼

同
＝
大
塚
あ
か
ね
（
羽
村

市
議
会
議
員
）
羽
村
市
▼

同
＝
髙
橋
正
美
（
福
生
警

察
署
管
内
防
犯
協
会
瑞
穂

支
部
長
）
瑞
穂
町
▼
同
＝

原
敏
子
（
元
福
生
市
議
会


